































































和 52年）2月 15日発行，白桃書房。そこには，まさに 21世紀の現代科学が担うべきその倫理的な役
割が科学者の立場から述べられています。長文になりますが，あえてここに引用させていただきます。
　「産業革命が起きてから約 200年後，第 2次世界大戦の終結と前後して，第 2次産業革命，技術革新
の時代が始まったとされている。第 1次と第 2次の産業革命の間には若干の共通点と相違点が認められ
る。18世紀の産業革命は力学の理論をベースとしており，理論自身はすでに完成したものであるが故
にその発展の程度もある程度まで見通しがつくものであった。また，それが技術に採りこまれるスピー
ドもそれほど速いとも言えなかった。しかし，20世紀の革命はエレクトロニクスの技術と核エネルギ
ーの利用に象徴されるように，量子力学を中心とする現代物理学の理論に根をおろしている。しかも，
これらの理論はまだ成長の途上にあり，さらに，その理論が技術と結びつくスピードも非常に速い。…
中略…
　さらに，先の産業革命が工業化社会の実現を引き起こしたのに対し，20世紀の産業革命の特色は，
情報化社会を招来したことにあるともいわれている。そこでは，物の生産もさることながら，物の流
通，管理に伴う情報の伝達，処理，管理が意図的に行われるようになる。…中略…
　機械を，そして，そのベースにある科学・技術をこれからの人類の真の幸福に結びつけようとするな
らば，その技術を扱う者だけでなしに，すべての人が科学の正体―その有効性と同時にその限界，乱用
した場合の恐ろしさ―を正しくつかんでおくことが重要なポイントになろう。そのような認識を広める
ことは，科学・技術に直接たずさわる者たちの責任でもあろう。」（同書，309～311ページ）
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　この文章を前にして，科学とそれを使う人間の関係，さらには責任を負うべき人間としての科学者の
役割について，今こそ考えなければなりません。科学の発展が人間の幸福に何をもたらすか，その本
質，内容をきちんと吟味しないで，技術としての発展のみを願うと，東日本大震災以後，提起されてい
る原子力の問題に限らず，人間の存在そのものを危うくさせてしまうと，藤井先生も危惧されていたの
ではないでしょうか。
　多くの論考をはじめ，藤井清先生の学長として，教育者としてのお仕事について論じるには，筆者は
あまりに力不足です。しかし，先生のひとつひとつの行動，お書きになったものを振り返り，先生のお
考えを理解することによって，教育のあり方，和光大学の将来を考えることが我々にとって残された仕
事であると心に記しています。先生のお示しいただいた足跡をしっかりと将来に伝えていきますことを
お約束します。
　藤井先生はあまり口数多くありませんでした。そして静かな雰囲気の先生でした。そのような先生の
お姿が心に染みついています。
　藤井先生，これからは，和光大学を空の上から見守って下さい。
　本当に有難うございました。ゆっくりとお休み下さい。
 合掌
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